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る回路を設けた。また，ArduinoのAD変換範囲（0 〜 5 V）全体を活用できるようにするため，増幅
に用いるオペアンプをレールトゥレール型に変更した。設計にあたり，LTspice Ⅶ（Liner Technology
社製）を用いて回路のシミュレーションをおこなった。




（Texas Instruments社製）の 1 回路を用いて 6 倍の非反転増幅を行い，高周波ノイズを除外する
ために 1.59 Hzローパスフィルタを付加した。（3）交流（AC）の増幅回路である。先行研究 5） 6） 7）に
従い時定数 1 秒（0.159 Hz）のハイパスフィルタによって交流成分を取り出している。DC増幅回路
と同じくLMC6482 の 1 回路を用い，同様に高周波ノイズフィルタも設けた。ArduinoのAD変換範








　（1）脈波の導出部（図 3 および表 1）。2 つの抵抗と1 つの半固定抵抗と配線を接続し，LBR-
127HLDの各端子を接続する。可変抵抗は精緻な調整ができるように多回転の半固定抵抗を用
いた。









表 1　図 3 に含まれる部品とその配置






表 2　図 4 に含まれる部品とその配置
　（3）交流（AC）の増幅回路（図 5 および表 3）。1 つのコンデンサと1 つの抵抗器で構成される






表 3　図 5 に含まれる部品とその配置
　（4）オペアンプの電源部（図 6 および表 4）。電圧コンバータLT1054 および 3 個の電解コンデン
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